
  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研研究究内内容容：：  多多流流体体熱熱交交換換器器のの特特性性  

流流体体のの加加熱熱ままたたはは冷冷却却をを行行ううたためめにに熱熱交交換換器器とといいうう伝伝熱熱機機器器がが広広くく用用いいらられれてていいるる。。エエアアココンンやや給給湯湯器器ななどどにに

使使わわれれてていいるる熱熱交交換換器器はは隔隔壁壁式式熱熱交交換換器器とと称称さされれ、、⼀⽅のの流流体体かからら温温度度のの異異ななるる他他のの流流体体にに隔隔壁壁をを介介ししてて熱熱をを
伝伝ええるる仕仕組組みみをを有有すするる。。熱熱交交換換器器はは通通常常でではは⼆つつのの流流体体のの間間でで熱熱をを利利⽤すするるたためめにに用用いいらられれるるがが、、三三つつ以以上上のの
流流体体のの間間でで熱熱をを同同時時にに利利⽤すするる多多流流体体熱熱交交換換器器をを用用いいるるここととでで、、複複数数のの流流体体をを同同時時にに加加熱熱ししたたりり、、ままたたはは冷冷却却しし
たたりり、、熱熱源源かからら用用途途にに応応じじてて必必要要ととさされれるる熱熱をを最最適適にに分分配配ししたたりり、、様様々々なな使使いい⽅ががででききるるよよううににななるる。。本本研研究究でではは
用用途途・・⽬的的にに適適ししたた多多流流体体熱熱交交換換器器のの構構造造やや使使用用条条件件をを容容易易にに決決めめるるここととががででききるるよよううにに、、多多流流体体熱熱交交換換器器のの特特
性性解解析析ややそそのの性性能能評評価価のの⽅法法ににつついいてて検検討討ししてていいるる。。  
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技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・伝伝熱熱計計測測、、伝伝熱熱機機器器のの設設計計  

・・太太陽陽熱熱エエネネルルギギーー利利用用技技術術  
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提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

熱熱量量測測定定器器（（吉吉田田製製作作所所・・NNOO..11001133--BB））    

ガガララススシシリリンンダダーーエエンンジジンン性性能能実実験験装装置置（（メメガガケケムム・・MMAA1100--TTEE11））    

赤赤外外線線ササーーモモググララフフィィ装装置置（（日日本本アアビビオオニニククスス・・IInnffRReeCC  RR330000SSRR））    

    

    

  

  

 

図 1 多流体熱交換器の概念 

・三流体の場合は三伝熱面・二伝熱面タイプの

形式に分類される 

 
図 2 三伝熱面及び二伝熱面の最適性 

・流量条件に対して、性能的に最適となる流れ方向

の組合せは異なる 
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